
広報うわじま４月号　 30 

４
月
の
各
種
相
談

〈
市
民
法
律
相
談
・
フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
み
要
予
約
〉

 

■
行
政
相
談

▽
６
日
㈪　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

▽
３
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

吉
田
公
民
館

▽
８
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

三
間
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
15
日
㈬　

午
前
９
時
～
正
午

　

岩
松
公
民
館

 

■
人
権
相
談

▽
17
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

７
０
１
会
議
室

▽
３
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

吉
田
公
民
館

▽
８
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

　

三
間
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

■
宅
地
建
物
相
談
・
住
宅
相
談

▽
10
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時

　

市
役
所 

１
階
ロ
ビ
ー

 

■
多
重
債
務
整
理
相
談
・
消
費
生
活
相
談

▽ 

毎
日
（
平
日
の
み
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
企
画
情
報
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
内
）

☎
24 

－ 

１
１
１
１
内
線
２
２
７
６

 

■
市
民
法
律
相
談
　
　
　
　 

〈 

要
予
約 

〉

▽
17
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

　

市
役
所 

６
０
２
会
議
室
（
中
村
弁
護
士
）

※
１
人
15
分
程
度
。
先
着
12
人
。

（
予
約
開
始
）
10
日
㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
予
約
方
法
）
予
約
開
始
日
か
ら
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

原
則
当
事
者
で
あ
る
市
民
が
対
象
で
す
。

予
約
時
に
連
絡
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
５
月
の
相
談
日  

５
月
15
日
㈮

　
　（
予
約
開
始
） 

　 

５
月
８
日
㈮

総
務
課
行
政
係
☎
24 

－ 

１
１
１
１
内
線

２
４
１
２
・

24 

－ 

１
１
２
１

 

■
家
庭
児
童
・
婦
人
相
談

（
児
童
） 

性
格
や
生
活
習
慣
、
家
族
関
係
、

学
校
生
活
、
非
行
問
題 

な
ど

（
婦
人
） 

夫
婦
問
題
、
Ｄ
Ｖ
、
そ
の
ほ
か
家

庭
内
の
問
題 

な
ど

▽
毎
日
（
平
日
の
み
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

福
祉
課
☎
24 

－ 

１
１
１
１

内
線
２
１
５
５
・
２
１
４
２

 

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー 

〈
要
予
約
〉   

子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い
人
（
サ
ポ
ー

ト
会
員
）
の
説
明
会
と
養
成
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可
能
。

▽
15
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

市
役
所 

２
０
２
会
議
室

（
持
参
品
）筆
記
用
具
・
印
か
ん（
登
録
す
る
人
）

（
予
約
方
法
）
10
日
㈮
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
う
わ
じ
ま
（
福
祉
課
内
）

☎
４９ 

ー 

７
０
５
４
・

２４ 

ー 

１
１
６
０

 fa
m

isa
po@

city.uw
a
jim

a
.lg

.jp  

余
暇
の
ひ
と
と
き

川柳鹿の子吟社

貰
わ
れ
て
隣
で
春
を
待
つ
花
芽

攻
め
て
く
る
老
い
へ
逆
ら
う
好
奇
心

競
わ
な
い
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
農
耕
派

男

武

志

津

江

片

山
　

辰

巳

河

野
　

秀

夫

早蕨句会

鳥
引
き
に
け
り
雨
後
晴
れ
の
田
舎
富
士

堰せ
き

越
せ
る
水
の
豊
か
に
水
草
生お

ふ

春は
る

び日
あ
ま
ね
し
石
庭
の
多た

こ

う

ま

つ

幸
松

白し
ら
ふ
じ藤
の
散
り
し
水
面
の
白
昼
夢

正
面
に
笑
ふ
由
布
岳
朝
ご
は
ん

桜
の
芽
つ
ぶ
や
く
夫
の
三
回
忌

た
つ
ぷ
り
の
自
由
と
孤
独
花
の
昼

松

浦
　

泉

湧

榎

本

カ

メ

ノ

岡

根

富

佐

子

岡

野

未

由

子

酒

井
　

孝

子

浜

田
　

千

鶴

山

本

こ

と

み

二名短歌会

ぬ
く
き
と
う
予
報
を
聞
き
て
早
々
と
玉
葱
畑
の
草
取
り
に
出い

づ

短
歌
手
帳
師
は
誂
あ
つ
ら
ええ
て
逝
き
ま
せ
り
短う

た歌
あ
ふ
る
る
ま
で
詠
み
て
ゆ
か
む
か

に
ぎ
や
か
に
餅
バ
イ
キ
ン
グ
す
る
子
ら
は
挽
き
た
て
き
な
粉
お
い
し
い
と
言
ふ

残
り
ゐ
し
万
ま
ん
り
ょ
う
両
の
実
も
鵯
ひ
よ
ど
りに
食
ひ
尽
く
さ
れ
て
ひ
と
し
ほ
寒
し

善

家

キ

ク

エ

善

家
　

聖

子

安

波
　

五

月

高

山
　

幸

子

水沼短歌会

吾わ
が
う
ち裡
を
如
何
な
る
思
い
が
過よ
ぎ

る
と
も
最
早
せ
ん
な
き
躬み

と
は
な
り
に
き

濃
き
淡
き
紫
あ
や
な
す
和
服
地
の
嫁
よ
り
届
け
リ
米
寿
の
祝
に

コ
ー
ヒ
ー
を
出
せ
ば
手
刀
を
切
る
夫
ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
の
か
つ
て
の
名
残

ロ
ウ
バ
イ
の
花
咲
く
小
枝
に
小
鳥
来
て
時
折
り
鳴
く
は
友
呼
ぶ
声
か

亡は

は姑
の
笑
み
若
く
元
気
な
姿
な
り
夢
よ
り
覚
め
て
た
だ
な
つ
か
し
き

三
日
干
し
昔
の
伝
え
教
わ
り
て
突
き
し
大
根
網あ

じ

ろ代
に
広
ぐ

霰あ
ら
れふ
る
中
に
も
凛
と
雪せ
っ
ち
ゅ
う
か

中
花
部
屋
に
活
け
む
と
を
ち
こ
ち
歩
む

谷

　

静

雄

毛

利

ユ

リ

子

生

田

八

壽

子

芝

　

征

子

竹

城

美

智

代

井

関
　

恭

子

黒

田

登

代

子

文化協会　俳句・川柳・短歌

４月の機構改革により、課・係名や内線番号が異なる場合があります。


